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WB 1:1000-1:5000,IHC 1:200-1:500,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,IP 1:50-1:200

Calculated MW:31kD;Observed MW:31kD

GCLM

GCLM;GLCLR;Glutamate--cysteine ligase regulatory subunit;GCS light chain;Gamma-ECS
regulatory subunit;Gamma-glutamylcysteine synthetase regulatory subunit;,Glutamate--
cysteine ligase modifier subunit
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。グルタミン酸システインリガーゼ（γ-グルタミルシステインシンテターゼとも呼ばれる）は、グルタチオン合成における最初の律速酵素である。この酵素は、重触媒サブユニットと軽調節サブユニットの2つのサブユニットからなる。γ-グルタミルシステインシンテターゼ欠損は、いくつかの溶血性貧血に関連していることが示唆されている。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2015年4月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	NIH-3T3細胞のライセートのウェスタンブロット解析。GCLMウサギmAbを使用。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。
	

	パラフィン包埋ヒト肝組織の免疫組織化学分析。1、GCLMウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

